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令和８年北アルプス広域連合議会８月定例会会議録（１日目） 

 

令和８年８月１０日 

開会 午前１０時００分 

 

○議長（傳刀健君） おはようございます。 

ただいまから、令和８年北アルプス広域連合議会８月定例会を開会いたします。 

本日の出席委員は、１８名全員であります。 

よって定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。 

続いて、理事者等の欠席、遅参等につきましては、事務局長の報告を求めます。 

事務局長。 

○事務局長（栗林幸夫君） 報告いたします。 

連合長、副連合長、監査委員及び所定の職員は全員出席をしております。 

報告は以上でございます。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（傳刀健君） これより本日の会議を開きます。 

日程第１「会議録署名人の指名」を行います。会議録署名議員は、広域連合議会会議規則

第１０９条の規定により、議長において、１２番 平林幹張議員、１３番 石腰隆史議員を指

名いたします。 

 

日程第２ 会期の決定 

○議長（傳刀健君） 次に、日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

本８月定例会の会期等議会運営につきましては、去る７月３１日に議会運営委員会を開催

願い、ご審議を願っておりますので、議会運営委員長に報告を求めることといたします。 

議会運営委員長。 

 

[議会運営委員長（矢口あかね君）登壇] 

 

○議会運営委員長（矢口あかね君） おはようございます。 

去る７月３１日に議会運営委員会を開催し、本８月定例会の会期日程等について審議をし

ておりますので、審議の概要について報告いたします。 

本定例会の会期日程は、本日８月１０日から１２日を最終日とする３日間であります。 

本定例会に付議されております案件は、人事案件１件、条例案件１件、決算案件５件、予

算案件５件の計１２件でございます。 

決算認定案件は、一括して提案理由の説明を行った後、監査委員から監査報告をいただ

き、質疑を行います。 

各議案等につきましては、委員会に付託し、審査を経て委員長報告、質疑、討論を行い、

採決を行うことといたします。 

また、３日目終了後に全員協議会を開催します。 

以上を議会運営委員会では、これを了承しております。 

審議の概要は以上であります。 
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よろしくご賛同のほどをお願い申し上げます。 

○議長（傳刀健君） ただいまの議会運営委員長の報告に対し、ご質疑ありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期等につきましては、議会運営委員長報告どおり、本日８月１０日から８月

１２日の３日間とし、議会運営につきましても、報告どおり決することにご異議ございませ

んか。 

（[異議なし]と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は３日間と決定いたしました。 

 

日程第２ 広域連合長あいさつ 

○議長（傳刀健君） 次に、日程第３「広域連合長のあいさつ」を受けることといたします。 

広域連合長。 

[広域連合長（柳原健君）登壇] 

○広域連合長（柳原健君） おはようございます。 

本日、ここに令和８年北アルプス広域連合議会８月定例会が開会されるに当たり、一言ご

挨拶を申し上げます。 

議員各位には、何かとご多用の中にもかかわらずご参集いただき、厚く御礼申し上げま

す。 

本定例会は、私が広域連合長に就任いたしまして初めての議会でございますので、就任の

ご挨拶を申し上げますとともに、広域行政を運営するに当たりましての所信の一端を申し上

げたいと存じます。 

去る、６月２１日告示の大町市長選挙におきまして初当選をさせていただき、その後、７

月１６日に行われました北アルプス広域連合長選挙を経て広域連合長に就任いたしました大

町市長の柳原健でございます。広域連合長として改めてその責任の重さに身の引き締まる思

いでございます。 

これまで永年にわたり本広域連合の発展にご尽力いただきました牛越前広域連合長をはじ

め、連合長を支えてこられた副連合長の皆様に深く敬意を表します。 

議員各位におかれましては、今後の広域行政の運営におきまして、これまでと同様に何卒

ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

また、この度、白馬村長選挙におきまして丸山俊郎氏が再選を果たされました。当圏域の

振興及び白馬村政の発展のため、引き続きご尽力を賜りますようお願い申し上げますととも

に、今後益々のご活躍をご祈念申し上げます。 

近年の多様化する住民ニーズや少子高齢化、人口減少に加え、様々な分野における人材不

足など、地方自治体を取り巻く社会環境は大きく変化しており、厳しい市町村の財政状況を

背景に単独の市町村では対応が難しい広域的な課題に取り組むためには、今後ますます広域

連合と５市町村が緊密に連携し取組むことが重要となってまいります。 

引き続き、広域的な視点に立ち、圏域住民の皆様の福祉向上と圏域の持続的な発展を最優

先に、広域連合長として議会をはじめ関係市町村の皆様と力を合わせ広域行政の推進に全力

で取り組んでまいります。 
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今年の関東甲信地方の梅雨明けは平年並みでしたが、梅雨明けと同時に暑い日が続き、本

年４月に気象庁が定めた気温が４０度以上になる酷暑日が全国的に観測されるなど、熱中症

や水稲など農作物への影響が懸念されるところであり、今後の気象の推移を注視してまいり

ます。 

次に、県議会への陳情・要望活動について申し上げます。 

５月定例会以降、６月２日には農政林務委員会、先月１７日は総務企画警察委員会による

北アルプス地域の現地視察に併せ、それぞれ陳情・要望を行っております。 

このうち、農政林務委員会の陳情では、肥料、飼料の原料や、資材費、燃油燃料等の高騰

が続いておりますことから、農業、畜産及び水産事業者の経営安定と事業継続に対する小規

模農家への物価高騰対策支援の実施を要望したほか、人身被害も発生しているクマ対策につ

いて、近隣市町村と連携した取組の強化を図るなど、市町村域を越えた広域的な対応ができ

る体制を、県主導で構築するよう要望したところでございます。 

次に、長野経済研究所が、先月２３日に発表した産業別四半期見通し調査の結果によりま

すと、今後について、工事や観光分野などにおいては堅調な見通しとしており、中でも観光

分野につきましては、「５月の大型連休を中心に、国内旅行者による観光需要が堅調であっ

たことに加え、インバウンドによる宿泊利用も好調だったとし、今後は、物価上昇による需

要の下押し懸念はあるものの、夏季行楽シーズンを迎え、旅客・宿泊ともに順調な利用を見

込む」、としております。 

当地域はグリーンシーズンの盛りを迎えており、地域の特色を活かした山岳観光などの推

進により、観光産業が地域を支える基幹産業として、持続的な地域経済発展の原動力となる

ことを期待するところでございます。 

以下、当面する主な事業の取組み状況について申し上げます。 

一般廃棄物最終処分場大町市グリーンパーク第３期埋立地の整備につきましては、造成・

築堤工事など順調に進捗しており、新たな最終処分場の姿が見えつつあります。今後は、第

２期埋立地との遮水シート接続部の施工を含めた遮水シートの設置作業を順次進めるととも

に、本格的な降雪期を迎える前までに、場内道路等の関連工事を完了させるスケジュールと

しております。引き続き安全管理を徹底しつつ年度内の竣工に向け、計画的かつ確実な工事

の施工に努めてまいります。 

北アルプスエコパークにつきましては、長期包括運営管理業務契約に基づき、費用の平準

化と経費削減を図りながら、安全かつ安定的な施設運営に努めており、これまで大きな事故

等もなく、円滑な運営を継続しております。 

昨年度の可燃ごみの搬入量は、大町市６,３２２トン、白馬村３,４５６トン、小谷村 

６８４トンで、合計１０,４６３トンとなり、前年度と比較して２０トン、０.２パーセント

の減となりました。また、１日当たりの焼却量は３１.９トンとなっております。 

資源物等につきましては、大町リサイクルパーク、北アルプスエコパーク及び白馬リサイ

クルセンターにおいて適正に処理しておりますほか、昨年４月から開始したプラスチック製

品の分別回収につきましても、順調に進んでおります。 

また、令和７年４月に開所いたしました白馬リサイクルプラザの利用状況につきまして

は、１日当たりの平均利用者数が１２.４５人となっており、リユース品の持込みは約 

１５,０００点、持ち帰りは約１３,５００点に上るなど、多くの住民の皆様に積極的にご活

用いただいております。 
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今後も、ごみの減量化及びリサイクルの推進を図るとともに、引き続き、ごみ処理広域化

の推進に努め、３市村との連携の下、持続可能な循環型社会の形成に向けて取り組んでまい

ります。 

次に、消防関係について申し上げます。 

火災の発生状況は、本年１月から先月末までに３１件発生し、そのうち建物火災は７件、

焚き火の延焼拡大などのその他の火災は２１件、車両火災は３件で、負傷者は６人となって

おります。出火件数は前年同期に比べ１４件増加しておりますことから、引き続き、市町村

消防団をはじめ関係機関と連携し、火災予防の啓発に努め、住民の安心、安全の確保に力を

尽くしてまいります。 

救急出動につきましては、２,３８７件で、過去最多の出動件数となった前年同期に比べ

５７件の減となっておりますが、今年も依然高い水準で推移しております。当圏域でも最高

気温が３０度を超える日が増加するにつれ、熱中症関連の出動も増加しております。今後も

しばらくは厳しい暑さが予想されますことから、熱中症予防について、一層の注意喚起に努

めるほか、救急車が到着するまでの間の適切な応急救護措置の普及を図ってまいります。 

県内では山岳遭難事故も多く発生しており、過去最多を記録した昨年の遭難件数を下回っ

てはいるものの、依然遭難件数は高い水準となっております。当本部の山間地救助班は、関

係機関と連携して救助活動を行うとともに、遭難事故防止のため山岳パトロール等を行い啓

発活動にも努めております。 

また、１０月２５日に大町市運動公園を主会場に開催される長野県総合防災訓練に併せ、

１０月２４、２５日の両日、県内の消防機関等が参加する長野県消防相互応援隊合同訓練を

実施いたします。参加規模は、消防車両４４台、消防隊員１４３人が参加する予定となって

おり、開催地消防本部として関係機関との連絡調整や安全管理等、訓練が円滑に進むよう準

備を進めてまいります。 

次に、介護老人保健施設「虹の家」の運営状況について申し上げます。 

本年４月から６月までの利用状況につきましては、介護老人保健施設サービスでは、利用

者数が延べ２,５４３人となり、昨年同期と比較して３５６人の減少となりました。一方、

短期入所療養介護サービスの利用者数は１,００６人となり、昨年同期を２３５人上回って

おります。この結果、入所サービス全体では延べ３,５４９人となり、昨年同期比１２１人

の減少となりました。 

また、通所リハビリテーションサービスにつきましては、利用者数が１,０７３人とな

り、昨年同期比２０３人の減少となりました。 

虹の家の運営につきましては、本年度末をもって広域連合による運営を終了いたします

が、持続可能な介護老人保健施設運営の実現に向け、現在、民間事業者への運営移管を進め

ております。先月３０日に実施いたしました公募型プロポーザル審査会の結果等を含めた、

運営移管の取り組み状況につきましては、本定例会終了後の議会全員協議会においてご説明

申し上げることとしております。 

次に介護保険事業について申し上げます。 

介護保険事業計画につきましては、本年度が第９期計画期間３か年の最終年に当たります

ことから、現在、第１０期計画策定に向けた準備を進めているところでございます。 

去る６月２４日には、第１０期介護保険事業計画作成委員会の第１回目を開催し、総勢 

２５名にて組織した委員会による検討を始めております。 
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介護・福祉分野に限らず、今後の社会動態に応じた諸課題が山積する状況の下、介護保険

制度の安定的かつ持続可能な運営という観点も踏まえ、必要なサービス見込量等の推計と並

行し、「高齢者が住み慣れた地域において、安心して生活を継続できる環境の整備」を目指

した事業計画となるよう、引き続き、構成市町村や関係機関と連携しながら、次期計画の策

定を進めてまいります。 

また、給付適正化事業の一環として実施しております「介護サービス相談員派遣事業」

は、介護サービスの質の向上と、利用者と事業者の信頼関係の構築を目的として、特別養護

老人ホームや通所介護事業所等に対し、相談員を派遣するものでございます。事業所等へ派

遣された相談員は、利用者との対話を通じてその声を丁寧に拾い上げ、事業者との橋渡しを

担いますとともに、介護現場における課題の把握及び改善に役立つ活動を行っております。

平成１３年度から続くこの事業については、施設等利用者に寄り添う存在として、今後も利

用者と事業者の双方に信頼され、相談しやすい体制を構築することにより、地域における介

護サービスの更なる質の向上と、サービス提供体制の確保に努めてまいります。 

次に、養護老人ホーム鹿島荘関係について申し上げます。 

鹿島荘につきましては、今月１日現在、措置入所は３９人の方が入所しており、また、生

活短期宿泊事業では２人の方が利用され、合わせて４１人の方に利用いただいており、居室

の利用率は７３パーセントとなっております。措置入所者につきましては、昨年度後半から

体調悪化による死亡等により８人の方が退所される一方で、新規の入所者は１人となってお

り、短期生活宿泊事業についても利用申し込みが少なく、利用者の減少傾向が続いておりま

す。引き続き、関係市町村と密接に連携を図り、入所者の円滑な施設利用に努めてまいりま

す。 

また、ひだまりの家におきましては、利用定員の９人の方に引き続き利用いただいており

ます。 

鹿島荘におきましては、今月７日に、大町市民生児童委員のボランティアや多くの入所者

に参加いただき、夏を楽しむ行事として「鹿島荘夏まつり」を実施いたしました。また、ひ

だまりの家では、先月３０日に、利用者のご家族や近隣地域の皆様との地域交流会を開催い

たしました。今後も地域住民の皆様はじめ、ボランティアの皆様との交流の機会を大切に

し、地域に開かれた施設運営に努めてまいります。 

両施設とも高齢の入所者が多く、感染症や熱中症への対策など、健康と安全の管理に十分

配慮し、明るい環境の下、安心して日常生活を営むことができますよう努めてまいります。 

本定例会にご提案申し上げます案件は、人事案件１件、条例案件１件、決算案件５件、予

算案件５件の合計１２件でございます。それぞれの議案につきましては、上程の際、ご説明

いたしますので、よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

 

日程第４ 議案の上程、説明、質疑、委員会付託又は討論、採決 

○議長（傳刀健君） 次に、日程第４「議案の上程、説明、質疑、委員会付託又は討論、採決」

を行います。 

   初めに議案第１２号「監査委員の選任について」を議題とし、提案理由の説明を求めま

す。 

広域連合長。 

[広域連合長（柳原健君）登壇] 
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〇広域連合長（柳原健君） ただいま議題となりました、議案第１２号監査委員の選任につきま

して、提案理由のご説明を申し上げます。 

現在、識見を有する者としてお務めいただいております、松沢晶二氏が、令和８年８月 

３１日に任期満了となることに伴いまして、後任者を選任するため、北アルプス広域連合規

約第１６条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

選任いたしたい方の氏名は、松沢勉氏でございます。 

住所並びに生年月日につきましては、記載のとおりでございます。 

任期は、令和８年９月１日から令和１２年８月３１日までの４年間でございます。 

略歴につきましては、お手元に資料をお配りいたしましたので、ご覧いただきたいと存じ

ます。松沢氏は、令和８年５月から、小谷村代表監査委員を務められており、人格高潔にして

優れた見識を有する適任者でございます。 

よって、ここにご提案申し上げますので、よろしくご同意いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（傳刀健君） 説明が終わりました。本案についてご質疑はありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案は人事案件でありますので、討論を省略し、直ちに採決を行いた

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

（[異議なし]と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

これより採決を行います。監査委員の選任について、本案に同意する方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員であります。 

よって、議案第１２号「監査委員の選任について」は、同意することに決しました。 

次に、議案第１３号「北アルプス広域連合職員特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す

る条例制定について」を議題として、提案理由の説明を求めます。 

消防長。 

[消防長（横川和彦君）登壇] 

〇消防長（横川和彦君） ただいま議題となりました、議案第１３号「北アルプス広域連合職員

の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について」提案理由の説明を申し上

げます。お手元に配布いたしました議案説明資料の新旧対照表も併せてご覧ください。 

令和８年６月１１日付で、消防庁消防･救急課及び消防庁広域応援室から「緊急消防援助隊

として出動した消防職員に対する手当の支給について」の文書が発出されました。 

この主な内容は、大規模災害が発生し、国家公務員や警察官が現場へ派遣され救助活動を

行った場合に、支給される人事院規則で定める特殊勤務手当の金額が、令和８年４月１日付

で改正されたことに伴い、同じ現場で活動する消防職員も、国家公務員に支給されている手

当の金額を参考に、待遇面で均衡を図るよう改善を求める内容となっています。 

改正された人事院規則では、国家公務員が災害現場で作業した場合の特殊勤務手当の額は、

１日につき１,４４０円、更に、著しく危険と認める区域で活動した場合は１００/１００を

加算した、１日につき２,８８０円と定められています。 
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消防庁では、国家公務員との待遇の均衡を速やかに図ることを求めていることから、同じ

災害現場で活動する派遣隊員が同様の待遇となるよう、条例で定める特殊勤務手当の額を、

人事院規則に合わせ待遇面での均衡を図りたいと考えます。 

改正条例の施行日につきましては、公布の日から適用することとしております。 

以上、ご説明申し上げましたが、ご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（傳刀健君） 説明が終わりました。本案についてご質疑はありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第１３号は、総務常任委員会に付託します。 

次に、議案第１４号から議案第１８号までの５議案は、いずれも令和７年度各会計の歳入

歳出決算の認定を求める議案であります。 

この取り扱いについてお諮りをいたします。 

議案第１４号から議案第１８号までの５議案を一括して議題とし、順次説明を受けた後、

各議案についてそれぞれ質疑を行い、各常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異

議ありませんか。 

（[異議なし]と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よってそのように取り扱ってまいります。 

それでは、議案第１４号から議案第１８号までの５議案について、提案理由の説明を求め

ます。 

事務局長。 

[事務局長（栗林幸夫君）登壇] 

○事務局長（栗林幸夫君） 決算認定の提案説明を申し上げます前に、大変恐れ入りますが、資 

料の訂正をお願いいたします。 

お手元に配付いたしました、令和７年度決算に係る会計年度中の各部門における主要な施

策の成果について、訂正をお願いいたします。 

資料３０ページの中段をご覧いただきたいと存じます。認定審査会の実績につきまして、

審査判定の件数が３，２６０件となっておりますけれども、正しくは３，２７２件の誤りで

ございます。訂正の上、お詫び申し上げます。 

それでは、決算認定の提案説明を申し上げます。 

議案第１４号から議案第１８号までの５会計の歳入歳出決算につきまして、ご説明を申し

上げます。 

予算執行に伴う行政実績及びその成果につきましては、お手元に配付しております、主要

な施策の成果説明書に記載しておりますので、併せてご覧いただきたいと存じます。 

それでは順次、ご説明申し上げます。 

議案第１４号「令和７年度北アルプス広域連合一般会計歳入歳出決算の認定について」ご

説明を申し上げます。 

主要な施策の成果は１ページからでございます。 

議案２ページ、３ページの歳入歳出決算書をご覧ください。歳入、３ページ、収入済額の

最下段、決算額は、４２億３，７３２万４，８２８円となり、前年度比１８．６パーセント

の減でございます。 

４ページ、５ページをご覧ください。歳出５ページ、支出済額の最下段、決算額は、２３

億３，８２８万６，６４２円となり、前年度比１８．５パーセントの減となっております。 
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決算額が減となった主な要因は、ごみ処理広域化推進費の前年度繰越明許費工事請負費及

び常備消防費の工事請負費が皆減となったことによるものでございます。 

その結果、６ページでございますが、歳入歳出差引残額は、９，９０３万８，１８６円と

なり、翌年度へ繰越しとしております。 

８ページをご覧ください。歳入の主な内容についてご説明申し上げます。款１、項１、目

１市町村負担金２０億７，７７１万３千円は、広域経常費、廃棄物処理費、常備消防費など

に係る市町村負担金でございます。 

１０ページ、１１ページをご覧ください。上段の款２、項２、目２衛生手数料８，１７６

万５，８００円は、指定ごみ袋収入証紙代のごみ処理手数料と、北アルプスエコパークへの

直接搬入による、ごみ焼却手数料でございます。款３、項１、目１循環型社会形成推進交付

金１，２４５万６千円は、大町市グリーンパーク第３期工事の実施設計業務等に係る、補助

対象経費の３分の１にあたる補助金でございます。款３、項２、目１及び、款４、項１、目

１は、いずれも低所得者保険料軽減負担金で、低所得者の介護保険料軽減にかかわる国庫及

び県負担金でございます。款７繰越金１億２，３１０万５４４円は、前年度からの繰越金で

ございます。 

１２ページ、１３ページをご覧ください。款９、項１、目２消防債８，１７０万円は、節

１緊急防災・減災事業債は、デジタル無線回線制御装置整備事業等に充てたもの、また、節

４施設整備事業債は、水槽付消防ポンプ自動車更新整備事業に充てたものでございます。 

次に、１４ページ、１５ページの歳出をご覧ください。款１議会費は、議会定例会４回の

開催に伴う費用でございます。款２、項１、目１一般管理費１億６３４万８，１２４円は、

職員５名と派遣職員４名分の人件費のほか、事務費が主なものでございます。 

１６ページ、１７ページをご覧ください。目２財産管理費４７５万４，４２６円は、北ア

ルプス市町村会館の維持管理に係る光熱水費、警備委託料等の費用が主なものでございま

す。目３情報化推進費１億２，９２８万７，８５６円は、市町村と広域連合が共同利用する

業務システム等に係る費用であり、節１３使用料及び賃借料の機器リース料が主なものでご

ざいます。 

１８ページ、１９ページをご覧ください。款３、項１、目１入所判定委員会費は、年３回

開催しました、老人ホーム等入所判定委員会委員２名分の報酬と、費用弁償が主なものでご

ざいます。目２障害支援区分認定審査会費１５６万２８０円は、年１２回開催しました、審

査会委員５名分の報酬と費用弁償が主なものでございます。目３低所得者保険料軽減事業費

５，６７９万７，４２８円は、節２７繰出金で、低所得者に対する介護保険料軽減の公費負

担分を、介護保険事業特別会計へ繰出したものでございます。款４、項１、目１葬祭場費

２，８７７万８，３４４円の主なものは、節１２委託料は、葬祭場指定管理料。 

２０ページ、２１ページの最上段をご覧ください。節１４工事請負費は、火葬炉台車耐火

物積替等の補修工事を行ったものでございます。目２ごみ処理広域化推進費１億７６７万

７，５２４円の主なものは、節１２委託料は、大町市グリーンパーク第３期工事実施設計業

務等によるもの。節１４工事請負費は、大町市グリーンパーク第３期工事によるものでござ

います。目３廃棄物処理費は６億４，５９９万４，９２０円となり、主なものは２２ペー

ジ、２３ページをご覧ください。節１２委託料で、北アルプスエコパーク長期包括運営管理

業務委託が主なものでございます。目４リサイクル推進費１億１，２８９万３，２８６円

は、節１２委託料６，７８７万７，０１３円は、資源物処理業務委託が主なものでございま

す。 
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２４ページ、２５ページをご覧ください。項２、目１保健衛生費３，７５３万６，４４０

円は、節１２委託料では、在宅当番医制事業を大北医師会へ、在宅歯科当番医制事業を大北

歯科医師会へ、それぞれ委託して実施したものでございます。節１８負担金補助及び交付金

は、病院群輪番制病院運営事業補助金で、２次救急として重症救急患者の医療を確保するた

めに、輪番制で行っていただいております、市立大町総合病院とあづみ病院に対する運営費

の一部を補助したものでございます。款５消防費は９億６，７４５万４，３８６円となり、

主なものは、２６ページ、２７ページをご覧ください。節１７備品購入費は、南部署に配備

した水槽付消防ポンプ自動車の更新のほか、消防救急デジタル無線回線制御装置更新が主な

ものでございます。款６土木費２，６０８万５９４円は、職員３名と会計年度任用職員２名

分の人件費が主なものでございます。 

２８ページ、２９ページをご覧ください。款７、項１、目１他会計繰出金７５６万２千円

は、市町村負担金平準化のため、令和３年度及び令和５年度に、ふるさと市町村圏事業特別

会計より借入れた７，５００万１千円の償還に充てたものでございます。 

款８公債費１億４９５万４，９３０円は、消防施設整備事業など、広域連合債１３件分の

元金と利子の償還金でございます。 

３１ページには、実質収支に関する調書。３２、３３ページには、財産に関する調書。 

３４、３５ページには、財源内訳等の決算資料。３６、３７ページには連合債一覧表。ま

た、３８ページには市町村負担金の集計表を記載してございます。 

なお、先ほど、私、議案２ページ、３ページの歳入歳出決算書の部分ですけれども、歳入

３ページの収入済額の最下段、決算額を４２億３，７３２万４，８２８円と、ご説明申し上

げましたが、正しくは、２４億３，７３２万４，８２８円の誤りでございます。訂正の上、

お詫び申し上げます。 

一般会計決算の説明は、以上でございます。 

次に、議案第１５号「令和７年度北アルプス広域連合ふるさと市町村圏事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」ご説明を申し上げます。 

決算書は３９ページからでございます。主要な施策の成果は１８ページからでございま

す。 

４０ページ、４１ページの歳入歳出決算書をご覧ください。歳入、４１ページ、収入済額

の最下段、決算額は、１，６１４万８，４４３円となり、前年度比２．７パーセントの増で

ございます。 

４２ページ、４３ページをご覧ください。歳出、４３ページ、支出済額の最下段、決算額

は、１，０９０万８，７０５円となり、前年度比２．６パーセントの増となっております。 

前年度より増となった主な要因は、歳入につきましては、債券運用による基金利子収入の

増、歳出につきましてはホームページ用サーバ使用料の増によるものでございます。 

その結果、４４ページでございますが、歳入歳出差引残額は、５２３万９，７３８円とな

り、翌年度へ繰越しとしております。 

４６ページ、４７ページの歳入をご覧ください。款１、項１、目１利子及び配当金３４９

万３，２５４円は、基金の債券運用による利子収入でございます。 

款２、項１、目１一般会計繰入金７５６万２千円は、市町村負担金平準化のため、令和３

年度及び令和５年度に一般会計へ貸付けた、合計７，５００万１千円の分割償還によるもの

でございます。款３繰越金は、前年度からの繰越金でございます。 

次に、４８ページ、４９ページの歳出をご覧ください。款１、項１、目１活動事業費 
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３４１万７０５円は、節１０需用費の印刷製本費は、広報紙「北アルプス遊・交・学」を年

２回発行したもの。節１８負担金補助及び交付金では、ふるさと市町村圏基金の利息を活用

し、関係市町村で行われた地域振興イベントに対する補助を行ったものでございます。 

目２積立基金費７４９万８千円は、市町村負担金平準化のため貸付けた償還分を、基金に

積み戻すものでございます。 

５１ページは、実質収支に関する調書。５２ページには財産に関する調書を記載してござ

います。 

ふるさと市町村圏事業特別会計決算の説明は以上でございます。 

続きまして、議案第１６号「令和７年度北アルプス広域連合介護老人保健施設事業特別会

計歳入歳出決算の認定について」ご説明を申し上げます。 

主要な施策の成果は２１ページからでございます。 

議案５４ページ、５５ページの歳入歳出決算書をご覧ください。歳入５５ページの収入済

額の最下段、決算額は２億７，０４６万４，７０３円となり、前年度比２．５パーセントの

減でございます。 

次に５６ページ、５７ページをご覧ください。歳出５７ページの支出済額の最下段、決算

額は、２億６，５４５万６，１３７円となり、前年比３．２パーセントの減となっておりま

す。 

歳入歳出決算額がそれぞれ減となった主な要因は、令和６年１０月に５０床から４２床に

定員規模を縮小し、令和７年度は通年運営となったことにより、療養介護費収入、居宅介護

費収入が減となったほか、定員規模縮小による配置基準に基づき、職員配置の見直しによる

人件費の減及び、利用者の減少に伴う施設運営に係る事務的経費の減が主な理由でございま

す。 

その結果、５８ページでございますが、歳入歳出差引残額は、５００万８，５６６円とな

り、翌年度へ繰越しとしております。 

６０ページの歳入から、主な内容をご説明申し上げます。款１、項１、目１、入所療養介

護費収入１億１，２１３万６，５１３円は、契約入所者に係る介護報酬で前年度と比較し延

べ利用者数は１，２１７名の減となり、１，１５０万８，５７３円の減収となっておりま

す。款１、項２、目１、短期入所療養介護費収入２，５７０万５，２２１円は、短期入所者

に係る介護報酬でございます。短期入所につきましても、前年度と比較し延べ利用者数は、

８５名の減となりましたことから、８０万５，１２８円の減収となっております。款１、項

２、目２、通所リハビリテーション費収入４，２５６万７，５５４円は、通所リハビリテー

ションサービスに係る介護報酬でございます。前年度と比較し、延べ利用者数は１９８名の

減となり、２２４万３，２４２円の減収となっております。款１、項３、目１、施設利用料

収入５，３３４万２，８０８円は、入所系サービスと通所系サービスに係る全利用者の窓口

負担分等でございます。款１、項４、目１、特定入所者介護サービス費収入３４６万 

６，８８１円は、介護サービス提供に係る補足給付費の収入でございます。 

６２ページ、６３ページをご覧ください。款２、繰越金３１５万２，２５２円は、令和６

年度からの繰越金でございます。款３、諸収入６２万８，８８８円は、インフルエンザ等の

予防接種に係る個人負担金のほか、主治医意見書作成手数料が主な内容でございます。款

６、市町村負担金２，７４４万４千円は、虹の家の運営費に係るものでございます。款７、

繰入金２００万円は、虹の家事業基金からの繰り入れでございます。 
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続きまして、６４ページ、６５ページの歳出をご覧ください。款１、項１、目１、節１報

酬から節４共済費までは、虹の家の広域職員９名分の人件費でございます。節１０需用費

４，３８１万８，２５９円は、施設内の消耗品、施設の光熱水費や燃料代、施設修繕料のほ

か、利用者の食事に係る賄材料費、医薬材料費等でございます。節１１役務費３３１万７，

０３４円は、寝具等のクリーニング代、電話代、郵送料のほか、各種保険料が主なものでご

ざいます。節１２委託料１億４，２４７万３，８３４円は、市立大町総合病院へ支払った虹

の家の施設運営及び、給食業務に係る委託料が主なものでございます。節１３使用料及び賃

借料２３２万９，９２２円は、寝具リース代及び福祉用具のほか、複写機のリース料が主な

ものでございます。節１８負担金補助及び交付金１８万３６円は、関係団体への負担金でご

ざいます。 

６６ページ、６７ページをご覧ください。節２６公課費４万４，９００円は、公用車の車

検時重量税、消費税及び地方消費税でございます。 

６９ページには、実質収支に関する調書。７０ページ、７１ページには、財産に関する調

書。７２ページには、財源内訳等の決算資料を記載してございます。 

介護老人保健施設事業特別会計決算の説明は以上でございます。 

続きまして、議案第１７号「令和７年度北アルプス広域連合介護保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について」提案理由の説明を申し上げます。 

議案は７３ページから、主要な施策の成果は２６ページからでございます。 

議案７４ページ、７５ページをご覧ください。歳入、７５ページの収入済額の最下段、決

算額は、７３億７，７０３万７，００７円となり、前年度比１．７パーセントの増でござい

ます。款１保険料の不能欠損額は、本人死亡等により時効を迎えた未納分保険料６６７万

９，７４９円の不納欠損処理を行った結果、収入未済額は１，４１８万１，２４２円となっ

ております。 

７６ページ、７７ページをご覧ください。歳出、７７ページ支出済額の最下段、決算額

は、７３億３６万５，８０５円となり、前年度比１．７パーセントの増となっております。 

その結果、７８ページの歳入歳出差引残額は、７，６６７万１，２０２円となり、翌年度

へ繰越しとしております。 

なお、繰越金において、令和７年度の介護給付費等にかかる国、県、市町村負担金が過大

交付となったものにつきましては、令和８年度においてそれぞれへ償還いたします。 

８０ページの歳入から主な内容についてご説明申し上げます。款１、項１、目１、第１号

被保険者保険料の収入済額は、１４億３，７９７万４，４３８円となり、前年度比２．１パ

ーセントの増となっております。款２、項１、目１、市町村負担金は、保険給付費の法定負

担分と総務費などの運営費でございます。款４、国庫支出金１７億７，２３４万７，２５３

円のうち、項１、目１、介護給付費負担金１１億９，０６１万４，５５０円は、保険給付費

の法定負担分であり、項２、目２、地域支援事業交付金は、介護予防・日常生活支援総合事

業等にかかる法定負担分でございます。 

８２ページ、８３ページをご覧ください。目６、保険者努力支援交付金１，０５１万４千

円及び目７、保険者機能強化推進交付金５６９万３千円は、介護保険事業計画のＰＤＣＡサ

イクルの強化や高齢者の自立支援のほか、介護予防等にかかる取組みへの評価として交付さ

れた補助金でございます。款５、支払基金交付金１８億３，９３９万円は、４０歳から６４

歳までの２号被保険者の医療保険からの保険料負担分でございます。款６、県支出金１０億



- 12 - 

 

２，８６３万８３５円のうち、項１、目１介護給付費負担金９億６，９７６万１，５３３円

は、保険給付費の現年度及び、過年度の法定負担分でございます。 

８４ページ、８５ページをご覧ください。項２、目１、介護保険事業費補助金１６４万６

千円は、社会福祉法人等が行う低所得者への利用料負担軽減事業に対する補助であり、対象

者は８２人でございました。款８、項１、目１、低所得者保険料軽減繰入金５，６７９万

７，４２８円は、保険料段階の第１段階から第３段階の住民税非課税世帯の方の保険料負担

軽減のための公費負担分であり、一般会計から繰入れたものでございます。 

次に８８ページからの歳出をご覧ください。款１、項１、目１、一般管理費１億 

５，５５５万７，７２５円は、職員８名分の人件費のほか、節１３委託料は標準準拠介護保

険システムへの移行業務委託等によるもの。節１７備品購入費１２６万４，４４０円は、訪

問調査用の公用車更新ほかでございます。項２、徴収費６２５万７，１７７円は、保険料徴

収に係る郵送料などが主なものでございます。 

９０ページ、９１ページをご覧ください。款１、項３、目１、介護認定審査会費 

１，４２０万１，２９８円は、節１報酬が主なものであり、保健、医療、福祉の有識者２５

名が５名ずつ５グループに分かれ、認定審査会を年間９８回開催し、３，２７２件の審査判

定を行ったものでございます。目２、認定調査等費４，０７７万７，９００円は、節１報酬

は、要介護認定調査員である会計年度任用職員６名分と、節１１役務費の通信運搬費は、主

治医意見書作成手数料が主なものでございます。款１、項４、目１、趣旨普及費１７２万７

千円は、節１０需用費の印刷製本費は、年２回発行しております、介護保険広報紙「井戸端

かいご」の印刷代のほか、介護保険総合パンフレット「北アルプスの介護保険」の印刷代で

ございます。 

９２ページ、９３ページをご覧ください。款１、項５、目１、計画策定委員会費３１万

２，９５０円は、節１０需用費で、令和７年１１月から令和８年１月までの間に全県統一で

実施した「高齢者等実態調査」に係る調査票の印刷代でございます。項６、保健福祉事業費

１，６０５万１，５３１円のうち、節１８負担金補助及び交付金は、社会福祉法人等が行う

低所得利用者に対する、利用者負担軽減補助事業等が主なものでございます。款２、保険給

付費は、総額６６億３６３万６，８１４円で、前年度比１．３パーセントの増となっており

ます。項１、介護サービス等諸費６１億７，１５１万８１１円は、要介護１から要介護５の

方が利用した、居宅及び施設介護サービスに対する給付費で、前年度比１．４パーセントの

増となっております。 

９４ページ、９５ページをご覧ください。款２、項２、介護予防サービス等諸費１億 

２，７１８万４，８９２円は、要支援１及び要支援２の方が利用された介護予防サービス給

付費で、前年度比６．２パーセントの減となっております。 

９６ページ、９７ページをご覧ください。款２、項４、高額介護サービス等費１億 

３，５０３万７，１６２円は、利用者負担が一定額を超えた場合の給付でございます。項

５、高額医療合算介護サービス等費２，０４９万９，２４６円は、介護保険と医療保険の利

用者負担が、高額介護サービス費等を控除してもなお、一定額を超えた場合の給付でござい

ます。 

項６、特定入所者介護サービス等費１億４，３３９万９，３２５円は、施設等利用者の食

費及び居住費について、低所得利用者に対する負担軽減のための補足給付でございます。 
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なお、款２の保険給付費のうち、款２、項１、目１の居宅介護サービス給付費、目３の地

域密着型介護サービス給付費及び、目５の施設介護サービス給付費の合計額は、会計全体の

８０．１パーセントを占める状況となっております。 

９８ページ、９９ページをご覧ください。款３、項１、目１、給付準備基金積立金 

２，８９２万７千円の主な内訳は、過年度分の第１号被保険者保険料及び、保険料軽減負担

金のほか、給付準備基金の預金利子等を積み立てるものでございます。款４、地域支援事業

費３億７，８２３万７，６８１円は、要介護状態へ移行しないために行う、介護予防や総合

相談及び認知症対策、権利擁護等の各事業を、主に関係市町村へ委託して実施したもののほ

か、介護予防・日常生活支援総合事業の実施に係る費用であり、前年度比１．３パーセント

の増となりました。 

１０２ページ、１０３ページをご覧ください。款５、項１、目２、償還金５，３３７万

３，９４１円は、令和６年度に過大交付となりました国庫負担金、支払基金交付金等の償還

金でございます。 

１０５ページには、実質収支に関する調書。１０６ページには財産に関する調書。１０７

ページは財源内訳の資料を記載しております。 

介護保険事業特別会計決算の説明は、以上でございます。 

続きまして、議案第１８号「令和７年度北アルプス広域連合老人福祉施設等事業特別会計

歳入歳出決算の認定について」ご説明を申し上げます。 

主要な施策の成果は、３８ページからでございます。 

議案１１０ページ、１１１ページ歳入歳出決算書をご覧ください。歳入、１１１ページ、

収入済額の最下段、決算額は、２億７，１４６万８，３２２円となり、前年度比１７.２パ

ーセントの増となっております。 

１１２ページ、１１３ページをご覧ください。歳出１１３ページ、支出済額の最下段、決

算額は、２億３，２５６万５，８０２円となり、前年度比２０.８パーセントの増でござい

ます。 

その結果、１１４ページでございますが、歳入歳出差引残額は３，８９０万２，５２０円

となり、翌年度へ繰越しとしております。 

１１６ページ、１１７ページの歳入をご覧ください。款１、項１、目１、市町村負担金

５，４４９万２千円は鹿島荘の運営費に係るもの。目２、鹿島荘事業負担金１億３，３３２

万７，８５１円は、老人保護措置費及び生活短期宿泊事業に係る負担金でございます。入所

等の実績につきましては、措置入所者は延べ１５，９１５人で、前年度比５７人の増となり

ました。また、生活短期宿泊事業の利用者は、延べ２，７７７人で前年度比５９５人の増と

なっております。款２、項１、目１、ひだまりの家収入２，５５３万７，６２６円は、ひだ

まりの家利用者９名分の介護保険給付費収入で、前年度比１．７パーセント、４３万６千円

余の増となっております。目２ひだまりの家施設利用収入１，２３４万９，０３８円は、介

護保険自己負担分のほか、利用者の施設使用料、光熱水費、燃料代や食材料費で前年度比

７．９パーセント、９０万５千円余の増となっております。款４、項１、目１鹿島荘繰越金

３，４２５万９，７１４円、目２ひだまりの家繰越金４８０万４，０７０円は、それぞれ令

和６年度からの繰越金でございます。款５、項１、目２、ひだまりの家事業基金繰入金 

１８０万円は、ひだまりの家運営費の不足分について、基金から繰り入れたものでございま

す。 
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１１８ページ、１１９ページをご覧ください。款６、項１、目１、鹿島荘雑入は、落雷被

害により故障した電話交換機の更新に係る建物災害共済金が主なものでございます。 

１２０ページ、１２１ページの歳出をご覧ください。款１、項１、目１管理費１億 

５，０８６万２，１８０円の主なものは、職員７名、再任用職員１名、所長及び会計年度任

用職員１７名分の人件費のほか、節１０需用費１１３万６，７４７円は、施設管理に係る消

耗品費、燃料費、設備修繕料などでございます。節１２委託料９７２万７，２８５円は、清

掃業務のほか、不足する職員の補充として、人材派遣会社への職員派遣業務やシルバー人材

センターへの給食調理補助業務委託などが主なものでございます。節１４工事請負費３６４

万５，４００円は、落雷被害により故障した電話交換設備を更新したものでございます。 

節１７備品購入費３７５万３，７１４円は、送迎用軽自動車１台を更新したほか、経年劣

化に伴うカラオケ機器、洗濯機などを更新したものでございます。節２２償還金利子及び割

引料２，４８７万７千円は、令和６年度分市町村負担金の過年度償還金でございます。目

２、生活費３，９９０万４，０９２円は、措置入所者と生活短期宿泊事業の入所者の日常生

活に係る費用でございます。 

１２２ページ、１２３ページをご覧ください。節１０需用費３，５６１万９，０２５円の

主なものは、オムツ等の消耗品のほか、燃料費、光熱水費や賄材料費でございます。節１１

役務費４５万５４９円は手数料で、入所者の健康診断やシーツなどのクリーニング代が主な

ものであり、節１３使用料及び賃借料２２万６，０５０円は、通信カラオケ使用料。節１９

扶助費３５８万７，６６８円は、介護保険サービス利用に係る費用のほか、入院した利用者

の日用品費などでございます。項２、目１ひだまりの家管理費４，１７９万９，５３０円

は、再任用職員１名と会計年度任用職員１１名分の人件費のほか、入所者９名分の日常生活

費や、施設の維持管理費用が主なものでございます。節１０需用費５８３万１，２９６円

は、燃料費、光熱水費、賄材料費が主なものでございます。節１２委託料１４２万 

９，６３３円は、訪問看護業務に係る委託料が主なものでございます。 

１２４ページ、１２５ページをご覧ください。節２４積立金９万２，５２０円は、ひだま

りの家事業基金の利息を積み立てたものですが、令和７年度は基金の取崩しがありましたこ

とから、決算年度末の基金残高は、２，４４６万７４２円となっております。 

１２７ページは実質収支の関する調書。１２８ページ、１２９ページは財産に関する調書

及び財源内訳等の決算資料を記載しております。 

老人福祉施設等事業特別会計決算の説明は以上でございます。 

以上、令和７年度における各会計の決算内容をご説明申し上げましたが、ご審議の上、ご

認定賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（傳刀健君） 日程第４の途中でありますが、ここで１１時２５分まで休憩といたしま 

す。 

休憩 午前１１時１３分 

再開 午前１１時２５分 

○議長（傳刀健君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第４の議事を継続いたします。 

監査委員に監査報告を求めます。 

松沢監査委員。 

[監査委員（松沢晶二君）登壇] 

○監査委員（松沢晶二君） 決算審査報告を申し上げます。 
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令和７年度の決算審査は、議会選出の二條監査委員と私、松沢の両名で行いましたので、

代表して審査報告を申し上げます。 

去る７月１０日に、広域連合長から審査に付されました地方自治法第２３３条第２項の規

定による、令和７年度北アルプス広域連合一般会計及び特別会計の歳入歳出決算及び付属書

類、同法第２４１条第５項の規定による基金の運用状況を示す書類について審査を行いまし

た。 

審査の概要について報告いたします。 

決算審査は７月１５日に、広域連合事務局があります、北アルプス市町村会館において実

施いたしました。 

審査の方法でございますが、令和７年度北アルプス広域連合一般会計・特別会計歳入歳出

決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、また基金の運用状況

を示す書類について、関係法令に準拠して調製されているか、財政運営は健全か、財産の管

理は適正か、また予算が適正かつ効率的に執行されているか等に主眼をおき、関係諸帳簿及

び証拠書類との照合などにより、審査を行いました。 

審査の結果、審査に付された各会計の歳入歳出決算及び付属書類、基金の運用状況を示す

書類は、いずれも正確であると認められ、また予算・事務事業の執行についても、適正であ

ったと認められました。 

ここで若干意見を加えさせていただきます。 

令和７年度北アルプス広域連合の事務事業、予算の執行状況では、市町村負担金を主たる

財源とする各会計のうち、特に一般会計では歳入総額の８５パーセントにあたる２０億 

７，７７１万円余が市町村からの負担金となっております。  

広域連合の事務事業は、事業効果と事務効率そして公平・公正の担保が求められており、

厳しい財政状況下にあっても、十分な事務事業の評価、点検、検証を行うとともに、構成市

町村の財政に配慮しながら、起債や国・県の補助事業を活用した計画的かつ、効率的な財政

運営に努められるよう求めます。 

その他詳細につきましては、意見書をご覧いただきますようお願い申し上げ、以上で決算

審査報告を終わらせていただきます。 

○議長（傳刀健君） これより質疑に入ります。 

まず、議案第１４号「令和７年度北アルプス広域連合一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を取り扱います。 

ご質疑ありませんか。 

大和幸久議員。 

○７番（大和幸久君） ３点ほど質問します。 

決算説明資料の方の２２ページ。衛生費廃棄物処理費、北アルプスエコパーク長期包括運

営管理業務委託、４億９，６０９万９，３８２円に関して、主な経費の内容、内訳について

説明ください。 

また、１０年間の業務委託の目的、効果についても併せて説明いただきたいと思います。 

続きまして、２５ページ、２６ページ。衛生費リサイクル推進費が、昨年度との比較で

３，５９０万円余の増額となってます。この要因について説明をいただきたいと思います。 

続きまして、２７ページ、２８ページ。款５消防費と款８公債費の決算額について、昨年

と比較した内容について概要を説明ください。 
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また、県内の各消防組織と比較して、マンパワーや消防用特殊自動車、救急車、機材等の

整備状況をどのように見ているのか。比較する指標等もあれば、含めて、説明をいただきた

いと思います。 

以上３点です。 

○議長（傳刀健君） エコパーク管理係長。 

○エコパーク管理係長（宮坂明史君） 北アルプスエコパーク長期包括運営管理業務委託に関す

る経費の内容及び業務委託の目的、効果についてのお尋ねにお答えいたします。 

委託料の主な内訳は、人件費及び焼却設備の維持修繕費などの固定費が、４億８，６８３

万３，４８５円で、委託料全体の約９８パーセントを占めております。 

残りの９２６万５，８９７円は、燃料費や薬剤費など、処理量等に応じて変動する経費とな

っております。 

長期包括運営管理業務につきましては、令和５年度から１０年間の契約で実施をしてお

り、主な目的は運営経費の節減、発注者側の業務の省力化、市町村負担金の平準化の３点で

あります。 

まず、運営経費の節減につきましては、ろ布やストーカーなど、高額な焼却設備の交換部

品を長期的かつ計画的に確保できることから、従来の単年度契約と比較して、有利な条件で

調達できる効果がございます。 

また、施設の運転管理や維持管理を、プラントメーカーが一体的に実施することで、専門

的な知識や技術を活用した効率的な運営が可能となり、発注者側の業務負担の軽減につなが

っております。更に、通常３年から５年ごとに発生する大規模修繕費を、１０年間の契約期

間の中で平準化することにより、市町村負担金についても大きな増減のない安定した負担と

なっております。 

次に、リサイクル推進費の増額の要因についてのお尋ねにお答えいたします。 

主な要因は、令和７年度から容器包装プラスチックに加え、製品プラスチックの資源化を

開始したことによるものであります。これに伴い、プラスチック資源の中間処理業務及び破

砕処理業務に、新たに２，７５０万円の処理経費を計上してあります。 

また、近年の物価高騰の影響により、資源物のリサイクル処理経費が増加したことや、蛍

光管、乾電池などにつきましては、搬出の時期により処理回数の増減があることから、増額

の要因となっております。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） 消防本部総務課長。 

○消防本部総務課長（堀義彰君） ただいまのお尋ねに順次、お答えいたします。 

公債費についてですけれども、公債費の総額は令和６年度と令和７年度の差は２，１７２

万円ほど増額となっております。 

この主な要因としましては、令和５年に整備した大町消防署の水槽付ポンプ自動車整備事

業の借入金償還が始まったためでございます。 

次にマンパワーについてのご質問にお答えいたします。 

総務省消防庁が示しております、消防力の整備指針に基づき、公表されている令和７年４

月１日付の県内消防本部のデータでお答えいたします。 

指針から算出する基準数に対する当消防本部の職員充足率は６５．１パーセントでござい

ます。 
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地理的な環境や出動状況に違いがあるため、単純な比較は難しいものの、県内消防本部の

平均充足率は６３．７パーセントとなっており、若干上回っている状況です。しかし、育児

休業の取得、定年前の早期退職職員が毎年出ている状況から、非番の職員を補充に充てるな

どして対応し、現時点では出動体制は維持できております。 

また、６０歳以上の高齢期職員の各災害への出動や、各部署への配置などの課題にも取り

組む必要があり、そのため、職員の特性に応じた適材適所の配置に努めるほか、長期的な視

点から、計画的な職員採用を進めてまいりたいと考えております。 

次に、３点目の資機材等の整備の状況でございますが、これも令和７年度消防施設整備計

画実態調査に基づきお答えいたします。 

消防で使用している車両の整備率は、消防ポンプ自動車、高規格救急車、救助工作車等の

整備率は１００パーセントでございます。 

ただし、はしご車のみ、５０パーセントという状況になっております。 

消防で使用する資機材につきましても、中長期更新計画を策定し、計画的に整備している

ため、県内の消防本部とは、大きな差はないと考えております。しかしながら、大規模災害

時に使用する特殊な資機材は高額な上、使用頻度も限られることから、整備できていないの

も事実でございます。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） 大和幸久議員。 

○７番（大和幸久君） 初めにエコパークの関係ですけども、これ長期包括契約ということで、

物価スライドに応じて変動してくと増額になるという経過なんですが、これやっぱメーカー

主導にならないような行政側としてのチェックとか、そういった体制をどのように考えてい

るのか、改めて説明いただきたいと思います。 

それから、リサイクル費の関係ですけども、製品プラスチックの資源化ということで、経

費がかかってるのは分かります。これによって新たな製品化等は、より高額に売れるという

可能性があると思うんですが、その辺の収支というのをどう見てるのか、説明をいただきた

いと思います。 

最後に消防の関係ですけれども、直近の熊本地震等ニュースを見てましても、やはりいざ

というときに役立つような、機器とか人材の確保、これは非常に重要だと思います。 

なかなか経費節減というような大前提の中では、目先では減らしたがるような傾向は理事

者側にもあると思いますが、やはりそういった教訓を踏まえた上で、いざという時に役立つ

ような整備計画、いろんな計画を持たれてるようですが、やはりそういった点は議会にも公

表していただきながら、整備状況がどんな状況なのか常に住民もチェックできるような、内

容で事業を進めていっていただきたいと思いますけども、その点に対する基本的な考え方、

それから理事者側につきましては、マンパワー等の不足傾向があるようですが、これに対し

て、どのような対応を考えているのか、基本的な考え方について説明いただきたいと思いま

す。 

○議長（傳刀健君） エコパーク管理係長。 

〇エコパーク管理係長（宮坂明史君） まず、最初に長期包括運営業務に関して、物価スライド

等についてメーカー主導にならないかとのお尋ねにお答えをいたします。 

メーカー主導の物価スライドということでございましたが、これにつきましては、協議を

しっかり進めてまいる中で、私どもとメーカーだけではなく、私どもが委託をしております
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技術支援をしていただいている第三者に間に入っていただきまして、適正であるかどうかと

いうことについてもチェックをいただいているところでございます。 

２点目ですが、プラスチック製品の資源化について、その収支についてということでござ

いますが、これにつきましては、令和７年度に始めたところでございます。その中で製品プ

ラスチックの割合が、年２回、春と秋に検査がございますが、その検査の中で容量が徐々に

上がってきております。この売り上げ、価格につきましても、変動がございますので、その

ようなものを注視しながら、今後収支についてもしっかり管理をしてまいりたいと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（傳刀健君） 消防長。 

〇消防長（横川和彦君） 大規模な災害を踏まえた、資機材の整備、機器、人材の確保について 

計画を公表してはというお尋ねでございます。当広域消防本部といたしましては、１０年の

長期計画で高額な資機材整備については、平準化を図りながら車両、無線設備、庁舎等につ

きまして計画を立てているところでございますが、なにぶん更新期限に限った計画でござい

ますので、新たな資機材をどのように組み込んでいくのかというのは、その年その年の状況

に応じまして、計画を立てているところでございますので、事前に公表してしまいますと新

たなものが加えにくくなってしまったりすることもございますので、予算編成時にご説明申

し上げながら整備していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） 広域連合長。 

〇広域連合長（柳原健君） それでは、質問に対してご答弁させていただきます。 

人や資機材の準備というものに関しては、今、消防長がご答弁申し上げたとおりでござい

ますが、今回の熊本地震を私どももしっかり、こういう場所から見たとしても、今の災害は

非常に本当に対応が多岐にわたっておりますので、どういう災害にどういう設備、装備が必

要かというのも、その都度、いろんな防災面での検討が必要だと思っています。 

そのエリアで完結するものについては、しっかりと配備をしていくというのが前提だと思

いますけれども、これだけ大規模な災害が起こりうるという時代になっていますので、広域

的な連携を踏まえて、どういうふうな協力関係を築いていくかというところも非常に重要か

と思っています。 

今、非常に資材高騰、財源の問題もございますが、やはり住民の安全安心を守る上では、

人の配備、資機材の配備が非常に重要な問題だと思っていますので、予算編成の中で、しっ

かりと長期的な視野に立って、検討、実践をしていきたいという考えでございます。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） 他にありませんか。 

お諮りいたします。 

この辺で質疑を終結することにご異議ありませんか。 

（[異議なし]と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、質疑を終結いたします。 

続いて議案第１５号「令和７年度北アルプス広域連合ふるさと市町村圏事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」を取り扱います。 

ご質疑ありませんか。 
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大和幸久議員。 

○７番（大和幸久君） ２点ほど質問します。 

１点目は補助金ですけれども、市町村各５０万円の支出を毎年行っています。この根拠に

ついて説明ください。 

２点目ですが、ふるさと市町村圏基金の発足時の基金造成額の内訳と負担割合、基本的な

点について説明をいただきたいと思います。 

〇議長（傳刀健君） 企画財政係長。 

〇企画財政係長（太田武寿君） それではただいまの質問について順次ご回答いたします。 

まず、補助金額の各市町村の５０万円の根拠についてでございます。 

ふるさと市町村圏補助金の根拠につきましては、各市町村が実施します地域振興事業に対

して補助しております。補助金額の設定につきましては、規則において、ふるさと市町村基

金から生ずる収益のうち、予算の範囲内の補助というふうにしておりまして、昨年度につい

ては、各市町村に対して５０万円の補助となっておりますが、これまでも各年度の基金の利

子等の運用益の状況によりまして、補助額をそれぞれ変更しながら実施をしてきているとこ

ろでございます。今後につきましても、運用益の状況を見ながら市町村と協議をして活用し

ていくというような状況でございます。 

２点目でございますけども、ふるさとの基金の発足時の造成額についてでございます。 

基金につきましては、平成４年に県からふるさと市町村圏に選定されたことを受けまし

て、広域市町村の出資分９億円と県からの助成金１億円を合わせまして、１０億円で基金を

造成したところでございます。 

市町村の出資分の負担割合についてでございますけども、当時の７市町村、八坂村、美麻

村を入れまして、均等割２０パーセントと人口割８０パーセントという割合で算出しまし

て、平成４年度と５年度の２か年において出資いただき基金を造成したところでございま

す。 

具体的な当時の出資額につきましては、まず大町市が旧八坂村、美麻村を含めまして４億

４，９７１万円、それから池田町が１億４，０７４万４千円、松川村が１億１，７８６万７

千円、白馬村が１億１，７７０万４千円、小谷村が７，３９７万５千円となってございま

す。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） 大和幸久議員。 

○７番（大和幸久君） 随分長い間毎年５０万円ずつ、お祭り等に補助金を出してるというのが 

主な事業内容になりますけれども、この辺の運用の仕方も長期的に見ればですね、住民に説

明責任を果たせないというか、やはり経過を見ながら、将来的に本当に住民に役立つような

事業ということも検討していく必要があるかと思います。そういう住民の声も上がっており

ますが、その辺についても、すぐというわけでありませんけれども、理事者側でもある程度

いろんな声を聞きながら、住民の声を汲み上げながら、あり方を検討するということは必要

だと思いますが、どんな見解でしょうか。 

○議長（傳刀健君） 企画財政係長。 

〇企画財政係長（太田武寿君） ただいまの質問にお答えいたします。 

ふるさと市町村圏基金につきましては、北アルプスの地域の活気やにぎわいづくりの推進

のための支援となるようにということで、補助金として活用させていただいております。 
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活用の方法につきましては、今後もその他の事業に活用ができるかどうかも含めて、各市

町村と協議しながら検討してまいります。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） 他にありませんか。 

お諮りいたします。 

この辺で質疑を終結することにご異議ありませんか。 

（[異議なし]と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、質疑を終結いたします。 

続いて、議案第１６号「令和７年度北アルプス広域連合介護老人保健施設事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」を取り扱います。 

ご質疑ありませんか。 

○議長（傳刀健君） 西澤和保議員。 

○４番（西澤和保君） 歳入の関係で、施設入所の減、それから短期入所と通所のリハビリの減

に関しての分析とか、分析ができてなければ、どんな傾向から減ってるのかお聞きします。 

○議長（傳刀健君） 介護福祉課長。 

〇介護福祉課長（荒井賢治君） お答えいたします。 

要因としては、６年度に行いました入所定員の減だと考えております。 

通所につきましては、中身を見ていないため分からない状況です。 

○議長（傳刀健君） 他にありませんか。 

お諮りいたします。 

この辺で質疑を終結することにご異議はございませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって質疑を終結いたします。 

続いて、議案第１７号「令和７年度北アルプス広域連合介護保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」ご質疑はありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑はございませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

続いて、議案第１８号「令和７年度北アルプス広域連合老人福祉施設等事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」ご質疑はありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑ありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

以上の５議案の審査は、配付してあります付託表のとおり、各常任委員会に付託いたしま

す。 

次に、議案第１９号「令和８年度北アルプス広域連合一般会計補正予算（第１号）」を議

題とし、提案理由の説明を求めます。 

事務局長。 

[事務局長（栗林幸夫君）登壇] 

○事務局長（栗林幸夫君） ただいま議題となりました、議案第１９号「令和８年度北アルプス

広域連合一般会計補正予算（第１号）」について、提案理由の説明を申し上げます。 
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今回の補正は、令和７年度決算に伴う繰越金の確定と、市町村負担金の精算が主なもので

ございます。 

議案１ページをご覧ください。第１条でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ 

８，８５３万８千円を追加し、総額を２７億１，２４３万５千円とするものでございます。 

１０ページ、１１ページの歳入をご覧ください。款７繰越金８，８５３万８千円の増は、

令和７年度決算に伴う前年度繰越金の確定によるものでございます。 

次に１２ページ、１３ページの歳出をご覧ください。款２総務費から款４衛生費までは、

いずれも、令和７年度決算額の確定により、節２２償還金利子及び割引料において、市町村

負担金を過年度償還金として精算するものでございます。 

款５消防費３，０５９万８千円の増は、節１４工事請負費では、原材料価格の上昇等に伴

い、消防本部訓練塔塗装改修工事費及び、庁舎照明設備改修工事費を増額するもの。節２２

償還金利子及び割引料は、令和７年度決算額の確定に伴い、市町村負担金を過年度償還金と

して精算するものでございます。款９予備費１，００６万３千円は、市町村負担金の精算対

象外である土木事業費等の繰越金のほか、歳入歳出の調整により増額するものでございま

す。 

１４ページは、市町村負担金一覧表でございます。市町村負担金は、今回の補正予算にお

いて全体額の変更はございませんが、廃棄物処理費とリサイクル推進費につきましては、３

市村の負担金の内訳に変更がございます。廃棄物処理費とリサイクル推進費は、前年の１月

から１２月のごみ量割合で負担いただいておりますが、当初予算計上時は、数値の確定前で

あったため、前々年（令和６年１月から１２月）のごみ量割合により、見込みとして計上し

ておりました。このため、今回、令和７年の処理実績の確定により、見込みから確定値に変

更を行ったものでございます。 

１５ページは、市町村負担金の精算に伴う、過年度償還金の内訳表となっております。 

以上、ご説明を申し上げましたが、ご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（傳刀健君） 説明が終わりました。 

本案についてご質疑ありませんか。 

大和幸久議員。 

○７番（大和幸久君） ２点質問します。 

初めに１３ページ、款５消防費の関係ですが、工事請負費１５４万円の増額です。今、説

明がありましたけども、改めてこの時期でなぜ補正の増額になるのか、その理由について説

明いただきたいと思います。 

それから、１４ページ、リサイクル推進費とごみの関係、負担割合の確定で変更になった

という説明がありましたけども、合計のところで大町がマイナスになり、白馬村、小谷村が

プラスになっています。この辺の具体的な理由について、確定結果から改めて説明いただき

たいと思います。 

○議長（傳刀健君） 消防本部総務課長。 

○消防本部総務課長（堀義彰君） 工事請負費の増額補正のお尋ねにお答えいたします。 

これは昨年度の予算策定時に、参考見積もり等を徴して、事前調査には万全を期して積算

を行いました。しかしながら、今年３月頃からの急激な世界情勢の変化があり、今年度にな

り改めて参考見積を徴し、県内における同様の工事予定の動向等を幅広く聴取いたしまし

た。 
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その結果、当初の想定を遥かに超える水準で、訓練塔塗装改修、また、各署の照明器具Ｌ

ＥＤ化工事共に大幅な原材料費の高騰が明らかになりました。 

今回の補正は予算策定時には予期できぬ、外部要因の変化に対応し事業を確実に執行する

ために、実勢価格との乖離を是正するものでございます。 

ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） エコパーク管理係長。 

〇エコパーク管理係長（宮坂明史君） 負担金の増減の理由についてのお尋ねにお答えいたしま 

す。 

市町村負担金は、各市村の可燃ごみの量に応じて按分して算定しております。 

令和６年１月から１２月と令和７年１月から１２月を比較しますと、３市村全体の可燃ご

みの量は１万３９１トンから１万３９５トンと、全体ではほぼ横ばいでございます。 

しかしながら、市村別では大町の可燃ごみ量が減少した一方、白馬村及び小谷村のごみ量

が増加したため、負担割合が変動しております。 

この負担割合の変更により、大町市の負担金は減額となり、白馬村及び小谷村の負担金は

増額となったものであります。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） 大和幸久議員。 

○７番（大和幸久君） 消防費の増額の件なんですが、これ予算計上で見積もり、慎重にやって

予算を成立して、これはもう入札業務を終了したんですか。入札業務も終わって、事業は始

まってきてるわけですが、その辺の経過が分かりませんので説明ください。 

○議長（傳刀健君） 消防本部総務課長。 

○消防本部総務課長（堀義彰君） 入札につきましてお答えいたします。 

入札につきましては、補正が終わりましてから入札の手続きに進んでいきたいと思ってお

ります。 

以上でございます。 

○議長（傳刀健君） 他にありませんか。 

お諮りいたします。 

この辺で質疑を終結することにご異議ありませんか。 

（[異議なし]と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第１９号は、各常任委員会に付託します。 

次に、議案第２０号「令和８年度北アルプス広域連合ふるさと市町村圏事業特別会計補正

予算（第１号）」を議題とし、提案理由の説明を求めます。 

事務局長。 

[事務局長（栗林幸夫君）登壇] 

○事務局長（栗林幸夫君） ただいま議題となりました、議案第２０号「令和８年度北アルプス

広域連合ふるさと市町村圏事業特別会計補正予算（第１号）」について、提案理由の説明を

申し上げます。 

今回の補正は、令和７年度決算による、繰越金の確定に伴う補正のみでございます。 
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議案１ページをご覧ください。第１条でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ 

８０万７千円を追加し、総額を１，５９６万１千円とするものでございます。 

１０ページ、１１ページの歳入をご覧ください。款３繰越金８０万７千円の増は、令和７

年度決算の確定によるものでございます。 

１２ページ、１３ページの歳出をご覧ください。款２予備費８０万７千円の増は、前年度

繰越金の増を受け、歳入歳出を調整するものでございます。 

以上、ご説明申し上げましたが、ご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（傳刀健君） 説明が終わりました。 

本案についてご質疑ありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２０号は、総務常任委員会に付託いたします。 

次に、議案第２１号「令和８年度北アルプス広域連合介護老人保健施設事業特別会計補正

予算（第１号）」を議題とし、提案理由の説明を求めます。 

事務局長。 

[事務局長（栗林幸夫君）登壇] 

○事務局長（栗林幸夫君） ただいま議題となりました、議案第２１号「令和８年度北アルプス

広域連合介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第１号）」について、提案理由の説明を

申し上げます。 

議案１ページをご覧ください。第１条でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ 

５１９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億６，４３３万７千円とするものでございま

す。 

１０ページ、１１ページの歳入をご覧ください。款１、項３、目１施設利用料収入、節２

滞納繰越分施設利用料１１８万２千円の増は、利用者の自己負担分の未収金を増額するもの

でございます。款２、項１、目１繰越金４００万８千円の増は、令和７年度決算に伴う前年

度繰越金の確定よるものでございます。 

１２ページ、１３ページの歳出をご覧ください。款１、項１、目１介護老人保健施設事業

費節１３使用料及び賃借料２１万５千円の増は、通信カラオケ機２台分のリース期間の満了

に伴う契約更新によるものでございます。款２予備費４９７万５千円の増は、前年度からの

繰越金の増を含めた、歳入歳出の調整によるものでございます。 

以上、ご説明申し上げましたが、ご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（傳刀健君） 説明が終わりました。 

本案について、ご質疑ありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２１号は、福祉常任委員会に付託します。 

次に、議案第２２号「令和８年度北アルプス広域連合介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）」を議題とし提案理由の説明を求めます。 

事務局長。 

[事務局長（栗林幸夫君）登壇] 
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○事務局長（栗林幸夫君） ただいま議題となりました、議案第２２号「令和８年度北アルプス

広域連合介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」について、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

今回の補正は、令和７年度決算の確定に伴う繰越金の増のほか、令和７年度の介護給付費

等に係る国、県、市町村負担金の精算に伴う償還金の補正が主な内容でございます。 

議案１ページをご覧ください。第１条でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ、

６，２４３万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、７４億５，４８９万４千円

とするものでございます。 

１０ページ、１１ページの歳入をご覧ください。款９繰越金６，２４３万１千円の増は、

令和７年度決算に伴う前年度繰越金の確定によるものでございます。 

１２ページ、１３ページの歳出をご覧ください。款３基金積立金は、前年度繰越金のうち

保険料分について給付準備基金に積立てるものでございます。款５諸支出金４，１１３万１

千円の増は、令和７年度決算額の確定に伴い、節２２償還金利子及び割引料において、前年

度の介護給付費等に係る国、県、市町村負担金等を精算するもので、過大交付分をそれぞれ

返還するための補正でございます。款６予備費につきましては、介護報酬の令和８年度期中

改定の影響に備え、増額を行ったものでございます。 

１４ページは、市町村負担金の精算に伴う過年度償還金の内訳を記載しております。 

以上、ご説明を申し上げましたが、ご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（傳刀健君） 説明が終わりました。 

本案についてご質疑ありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２２号は、福祉常任委員会に付託いたします。 

次に、議案第２３号「令和８年度北アルプス広域連合老人福祉施設等事業特別会計補正予

算（第１号）」を議題とし提案理由の説明を求めます。 

事務局長。 

[事務局長（栗林幸夫君）登壇] 

○事務局長（栗林幸夫君） ただいま議題となりました、議案第２３号「令和８年度北アルプス

広域連合老人福祉施設等事業特別会計補正予算（第１号）」について、提案理由の説明を申

し上げます。 

今回の補正は、歳入では入所者の減による鹿島荘事業負担金の減、令和７年度決算の確定

に伴う繰越金の増及び、ひだまりの家事業基金繰入金の減、歳出では、経年劣化に伴う鹿島

荘給湯ボイラーの漏水修繕ほか、施設・設備の修繕料の増額、利用者の減に伴う賄材料費の

減が主な内容でございます。 

議案１ページをご覧ください。第１条でございますが、歳入歳出の総額にそれぞれ３５６

万３千円を追加し、総額を２億４，４２１万１千円とするものでございます。 

１０ページ、１１ページの歳入をご覧ください。款１、項１、目２鹿島荘事業負担金 

１，４４３万円の減は、措置者、生活短期宿泊事業利用者ともに減少傾向にあるため、第一

四半期の利用実績に基づき、措置費負担金１，０９８万５千円、生活短期宿泊事業負担金 

３４４万５千円をそれぞれ減額するものでございます。款４、項１繰越金は、令和７年度決

算の確定に伴い目１鹿島荘繰越金を１，７４０万１千円、目２ひだまりの家繰越金を１５０
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万１千円、それぞれ増額するものでございます。款５、項１、目２ひだまりの家事業基金繰

入金は、前年度からの繰越金が見込み額を上回ったことから、基金繰入金を９０万９千円減

額するものでございます。 

１２ページ、１３ページの歳出をご覧ください。款１、項１、目１管理費、節１０修繕料

４６６万１千円の増は、経年劣化により漏水が発生している給湯ボイラー２機の修繕のほ

か、電気工作物定期点検で漏電が発見された受水槽配管凍結防止ヒーターの修繕、特定建築

物定期調査で是正が必要とされた、軒天上部の防水不良による雨漏り箇所の断熱防水シート

の補修及び、排煙設備の開閉不良を改修するものでございます。目２生活費、節１０需用費

１６９万円の減は、利用者の減による賄材料費の減でございます。款３予備費５９万２千円

は、歳入歳出の調整でございます。 

以上、ご説明を申し上げましたが、ご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（傳刀健君） 説明が終わりました。 

本案についてご質疑ありませんか。 

（[なし]と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２３号は、福祉常任委員会に付託いたします。 

以上で本日の日程は終了いたしました。 

本日はこれにて散会といたします。 

 

閉会 午後０時１７分 
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令和８年北アルプス広域連合議会８月定例会会議録（３日目） 

 

令和８年８月１２日 

開会 午前１０時００分 

 

○議長（傳刀健君） おはようございます。 

ただいまから、令和８年北アルプス広域連合議会８月定例会の本日の会議を開きます。 

本日の出席議員は、１８名全員であります。 

よって、定足数に達しておりますので会議は成立いたしました。 

続いて、理事者等の欠席、遅参等については、事務局長の報告を求めます。 

事務局長。 

○事務局長（栗林幸夫君） 報告いたします。 

連合長、副連合長及び所定の職員は全員出席しております。 

以上でございます。 

 

日程第１ 常任委員会委員長審査報告、質疑、討論、採決 

○議長（傳刀健君） これより、本日の会議を開きます。 

日程第１「常任委員会委員長審査報告、質疑、討論、採決」を行います。 

はじめに、議案第１３号について、総務常任委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長。 

［総務常任委員長（宮澤正廣君）登壇］ 

○総務常任委員長（宮澤正廣君） 議案第１３号「北アルプス広域連合職員特殊勤務手当に関す 

る条例の一部を改正する条例制定について」審査の概要を報告いたします。 

審査中、委員から、特殊勤務手当の単価の見直しに際し、他の消防本部と比較して状況は

どうか。また、その財源はどうなるのかとの質疑があり、行政側からは、現段階で大半の消防

本部が、今回の国の通知に基づき条例の改正を進めていると聞いている。また、緊急消防援

助隊に係る派遣に当たっては、派遣費用の財源として国からの負担金で手当てされるとの答

弁がありました。 

当委員会では、慎重審査の結果、全会一致で原案を可決すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 総務常任委員長の報告が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

総務常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第１３号について、総務常任委員長報告のとおり、原案を可決することに賛成の方の

挙手を求めます。 

（挙手全員） 
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挙手全員であります。 

よって、議案第１３号「北アルプス広域連合職員特殊勤務手当に関する条例の一部を改正

する条例制定について」は、総務常任委員長報告のとおり可決されました。 

次に議案第１４号について、各常任委員長の報告を求めます。 

はじめに、総務常任委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長。 

［総務常任委員長（宮澤正廣君）登壇］ 

○総務常任委員長（宮澤正廣君） 議案第１４号「令和７年度北アルプス広域連合一般会計歳入

歳出決算の認定について」のうち、当委員会に付託されました部分について審査の概要を報

告いたします。 

審査中、委員から、消防費の使用料及び賃借料で支出したＮＨＫ受信料について、緊急車

両分についても含まれているのかとの質疑があり、行政側からは、ＮＨＫの受信料に関して

は、各消防署庁舎の受信機台数分に加え、緊急消防援助隊の登録車両分のみ支出しており、

他の車両についてはテレビアンテナを外し、バックモニターとナビ機能のみで利用している

との答弁がありました。 

また、委員から、アンテナを外したことにより、出動等に係る基幹システムに支障はない

かとの質疑があり、行政側からは、出動等に係るシステムに支障はないとの答弁がありまし

た。 

当委員会では、慎重審査の結果、全会一致で原案を認定すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 次に、福祉常任委員長の報告を求めます。 

福祉常任委員長。 

［福祉常任委員長（太田伸子君）登壇］ 

○福祉常任委員長（太田伸子君） 議議案第１４号「令和７年度北アルプス広域連合一般会計歳

入歳出決算の認定について」のうち、当委員会に付託された部分について、審査の概要を報

告いたします。 

当委員会では、慎重審査の結果、全会一致で原案を認定すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 各常任委員長の報告が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

議案第１４号について、まず、総務常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

次に、福祉常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第１４号を、各常任委員会委員長報告どおり、原案を認定することに賛成の方の起立

を求めます。 

（起立全員） 
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起立全員であります。 

よって、議案第１４号「令和７年度北アルプス広域連合一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて」は、各常任委員長報告のとおり認定されました。 

次に、議案第１６号について、総務常任委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長。 

［総務常任委員長（宮澤正廣君）登壇］ 

○総務常任委員長（宮澤正廣君） 議案第１５号「令和７年度北アルプス広域連合ふるさと市町

村圏事業特別会計歳入歳出決算の認定」について審査の概要を報告いたします。 

審査中、委員から、基金の債券運用における安全性の確保と運用方針についての質疑があ

り、行政側からは、現在、基金を運用している債券は、県などの公的な機関が発行した安全性

の高いものである。今後も安全性を確保した運用に努めたいとの答弁がありました。 

当委員会では、慎重審査の結果、全会一致で原案を認定すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 総務常任委員長の報告が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

総務常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第１５号について、総務常任委員長報告のとおり、原案を認定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員であります。 

よって、議案第１５号「令和７年度北アルプス広域連合ふるさと市町村圏事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」は、総務常任委員長報告どおり認定されました。 

次に、議案第１６号、議案第１７号及び議案第１８号について、福祉常任委員長の報告を

求めます。 

福祉常任委員長。 

［福祉常任委員長（太田伸子君）登壇］ 

○福祉常任委員長（太田伸子君） 当委員会に付託された議案につきまして、審査の概要を順次

報告をいたします。 

はじめに、議案第１６号「令和７年度北アルプス広域連合介護老人保健施設事業特別会計

歳入歳出決算の認定について」の審査概要を報告いたします。 

審査中、委員から、入所療養費収入について、７年度の当初予算見込額との比較とその評

価について質疑があり、行政側から、予算及び稼働率が見込みを下回ったが、その要因とし

ては感染症クラスターの発生や、職員の療養休暇に伴う受け入れ制限があり、稼働率が低下

したことによるものである。一年を通じては高い稼働率にて運営をしてきており、通年にお

いて一時期の稼働率低下を挽回することが困難であったとの説明がありました。 

また、民間に移管される際の職員のモチベーション向上や情報共有のあり方、ノウハウの
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継承、マンパワー不足等の課題にどのように対応するのかとの質疑があり、行政側から、事

業移管に向けて職員との適切な情報共有と労働環境の改善に努めるとともに、円滑な事業移

管に向けた準備に取り組んでいくとの説明がありました。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案を認定すべきものと決しました。 

次に、議案第１７号「令和７年度北アルプス広域連合介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」の審査概要を報告いたします。 

審査中、委員から、事業計画値と決算実績との比較についての質疑があり、行政側から、給

付費全体の実績としては対計画比９９パーセントとなり、おおむね見込みどおりであったが、

事業所の人手不足等による受け入れ制限の影響や、要支援者の重度化の傾向が見られるとの

説明がありました。 

また、今後の第１０期介護保険事業計画に向けた国の施策動向や地域課題への対応はどの

ように考えているかとの質疑があり、行政側から、現場の課題や実情について、引き続き国

や厚生労働省に対して直接の要望や意見反映を行っていくとの説明がありました。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案を認定すべきものと決しました。 

次に、議案第１８号「令和７年度北アルプス広域連合老人福祉施設等事業特別会計歳入歳

出決算の認定について」の審査概要を報告いたします。 

審査中、委員から、令和７年度における職員の配置体制は充足していたのかとの質疑があ

り、行政側から、鹿島荘では上半期３名、下半期２名、ひだまりの家では１名が不足してお

り、短時間勤務職員を複数人配置して補ったとの説明がありました。 

また、慢性的な職員不足に伴う現場の勤務体制の影響と、処遇改善、人員確保策はどうか

との質疑があり、行政側から、職員配置の現状の厳しさを認識しており、柔軟な人員配置や

他施設との連携も含め、勤務体制の適正化や環境改善に向け検討を進めていくとの説明があ

りました。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案を認定すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 福祉常任委員長の報告が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

まず、議案第１６号について、福祉常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

次に、議案第１７号について、福祉常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

次に、議案第１８号について、福祉常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

これより順次採決を行います。 

まず、議案第１６号について、福祉常任委員長報告どおり原案を認定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員であります。 
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よって、議案第１６号「令和７年度北アルプス広域連合介護老人保健施設事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」は、福祉常任委員長報告のとおり認定されました。 

次に、議案第１７号について、福祉常任委員長報告のとおり、原案を認定することに賛成

の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員であります。 

よって、議案第１７号「令和７年度北アルプス広域連合介護保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」は、福祉常任委員長報告のとおり認定されました。 

次に、議案第１８号について、福祉常任委員長報告のとおり、原案を認定することに賛成

の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

起立全員であります。 

よって、議案第１８号「令和７年度北アルプス広域連合老人福祉施設等事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」は、福祉常任委員長報告のとおり認定されました。 

次に、議案第１９号について、各常任委員長の報告を求めます。 

はじめに、総務常任委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長。 

［総務常任委員長（宮澤正廣君）登壇］ 

○総務常任委員長（宮澤正廣君） 議案第１９号「令和８年度北アルプス広域連合一般会計補正

予算（第１号）」のうち、当委員会に付託されました部分について審査の概要を報告いたし

ます。 

審査中、委員から、消防費の工事請負費の補正額と当初予算との比較についての質疑があ

り、行政側からは、当初予算において、消防本部訓練塔塗装等改修工事は２，２４４万円を計

上しており約３パーセントの増、庁舎照明設備改修工事は７３８万円を計上していたとの答

弁がありました。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 次に、福祉常任委員長の報告を求めます。 

福祉常任委員長。 

［福祉常任委員長（太田伸子君）登壇］ 

○福祉常任委員長（太田伸子君） 議案第 19号「令和８年度北アルプス広域連合一般会計補正予

算（第１号）」のうち、当委員会に付託された部分について、審査の概要を報告いたします。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案を可決すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 各常任委員長の報告が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

議案第１９号について、まず、総務常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

次に、福祉常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 
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討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第１９号を、各常任委員長報告のとおり、原案を可決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（挙手全員） 

挙手全員であります。 

よって、議案第１９号「令和８年度北アルプス広域連合一般会計補正予算（第１号）」は、

各常任委員長報告のとおり可決されました。 

次に、議案第２０号について、総務常任委員長の報告を求めます。 

総務常任委員長。 

［総務常任委員長（宮澤正廣君）登壇］ 

○総務常任委員長（宮澤正廣君） 議案第２０号「令和８年度北アルプス広域連合ふるさと市町

村圏事業特別会計補正予算（第１号）」について審査の概要を報告いたします。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 総務常任委員長の報告が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

総務常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第２０号について、総務常任委員長報告のとおり、原案を可決することに賛成の方の

挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員であります。 

よって、議案第２０号「令和８年度北アルプス広域連合ふるさと市町村圏事業特別会計補

正予算（第１号）」は、総務常任委員長報告のとおり可決されました。 

次に、議案第２１号、議案第２２号及び議案第２３号について、福祉常任委員長の報告を

求めます。 

福祉常任委員長。 

［福祉常任委員長（太田伸子君）登壇］ 

○福祉常任委員長（太田伸子君） 当委員会に付託された議案につきまして、審査の概要を順次

報告いたします。 

はじめに、議案第２１号「令和８年度北アルプス広域連合介護老人保健施設事業特別会計

補正予算（第１号）」について、審査の概要を報告いたします。 

審査中、委員から、通信カラオケ使用料の増額補正の理由は何かとの質疑があり、行政側

から、通信カラオケの契約期間が満了となるが、現契約の業者は複数年契約が基本となるこ
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とから、途中解約の違約金と月単位が可能な新規契約を比較した結果、新規契約したことに

伴う差額によるものとの説明がありました。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案を可決すべきものと決しました。 

次に、議案第２２号「令和８年度北アルプス広域連合介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）」の、審査の概要を報告いたします。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案を可決すべきものと決しました。 

次に、議案第２３号「令和８年度北アルプス広域連合老人福祉施設等事業特別会計補正予

算（第１号）」の、審査の概要を報告いたします。 

当委員会では慎重審査の結果、全会一致で原案を可決すべきものと決しました。 

以上で報告を終わります。 

○議長（傳刀健君） 福祉常任委員長の報告が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

まず、議案第２１号について、福祉常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

次に、議案第２２号について、福祉常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

次に、議案第２３号について、福祉常任委員長に対し、ご質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑がありませんので、これをもって質疑を終結いたします。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

これより順次採決を行います。 

まず、議案第２１号を福祉常任委員長報告のとおり、原案を可決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員であります。 

よって、議案第２１号「令和８年度北アルプス広域連合介護老人保健施設事業特別会計補

正予算（第１号）」は、福祉常任委員長報告のとおり可決されました。 

次に、議案第２２号を、福祉常任委員長報告のとおり、原案を可決することに賛成の方の

挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員であります。 

よって、議案第２２号「令和８年度北アルプス広域連合介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）」は、福祉常任委員長報告のとおり可決されました。 

次に、議案第２３号を、福祉常任委員長報告のとおり、原案を可決することに賛成の方の

挙手を求めます。 

（挙手全員） 

挙手全員であります。 

よって、議案第２３号「令和８年度北アルプス広域連合老人福祉施設等事業特別会計補正

予算（第１号）」は、福祉常任委員長報告のとおり可決されました。 

以上で、本８月定例会に付議されました案件は全て終了いたしました。 
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ここで、広域連合長の挨拶を受けることといたします。 

広域連合長。 

［広域連合長（柳原健君）登壇］ 

○広域連合長（柳原健君） ８月定例会の閉会に当たり一言ご挨拶を申し上げます。 

本定例会におきましては、ご提案申し上げました議案につきまして、いずれも慎重なご審

議をいただき、全て原案どおりご承認、ご議決を賜りました。厚く御礼申し上げます。 

審議の過程でいただきましたご意見やご提言は、今後の広域行政に十分反映してまいる所

存でございます。 

間もなく市町村議会９月定例会を迎えますが、議員各位におかれましては、なお残暑厳し

い折、健康にご留意いただき、広域行政発展のため、また、圏域住民の福祉向上のため、一層

ご尽力を賜りますようお願い申し上げ、閉会のご挨拶といたします。 

誠にありがとうございました。 

○議長（傳刀健君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

議員各位におかれましては、暑い中、また、公務ご多忙中のところ、ご出席いただき厚く御

礼を申し上げます。 

これにて、令和８年北アルプス広域連合議会８月定例会を閉会といたします。 

大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午後１０時３０分 

  



- 34 - 

 

令和８年８月１２日 

議会議長 傳刀健 

署名議員１２番 平林幹張 

署名議員１３番 石腰隆史 

 


